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こ
と
し
３
年
ぶ
り
の
実
施
が
決
定
し
た
境
港
妖
怪
検
定
。

受
験
申
込
の
受
け
付
け
が
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。締
め
切
り
は
10
月
15
日
。

　
境
港
妖
怪
検
定
は
、
２
０

０
６
年
に
初
級
試
験
の
み
で

ス
タ
ー
ト
。
翌
２
０
０
７
年

の
第
２
回
で
は
中
級
試
験
を

追
加
し
、
２
０
０
９
年
の
第

４
回
で
は
境
港
会
場
に
加
え
、

調
布
会
場(

東
京
都
調
布
市)

も
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
１
年
の
第
６
回
で
は
、

小
論
文
に
よ
る
上
級
試
験
も

追
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
14
回
の
実
施
で
、

延
べ
５
８
９
７
人
が
受
験
し
、

延
べ
３
２
６
１
人
の
妖
怪
博

士(

合
格
者)

が
生
ま
れ
ま

し
た
。

全妖怪図鑑水木しげる
ロ　ー　ド

今回の検定から採用

妖怪検定初級テキスト

３
年
ぶ
り 

11
月
13
日
に
実
施

妖
怪
検
定

妖
怪
検
定
受
験
者
を
募
集

境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち

〜第17回 ブリ〜〜第17回 ブリ〜

　ツバス→ハマチ→マルゴ→ブリと成長段階に合わ
せ、いくつもの名をもつことから代表的な「出世魚」
とされています。
　成魚は通常全長１ｍ、体重８㎏程度までで、体の
中央に１本の幅広い黄色の縦線があり、体形は紡錘
形。旬が同じでブリの仲間であるヒラマサやカンパチ
に比べ、体が平たく無く、
断面が楕円形になってい
るのが特徴です。
　天然の大物、ブリの旬
の時期はたっぷりと脂を
蓄え南下する12月から２月
の冬。この時期のものは「寒ブリ」と呼ばれ人気が
高く、主に日本海側で多く水揚げされます。
　刺身、カルパッチョ、寿司、ブリシャブ、味噌漬け、
焼き魚、ぶり大根など幅広い料理法で食べられます。
　出世魚と言われ、昔から縁起のよい魚として大切
にされてきたブリは、一大産地である北陸から山陰
地方で大晦日の年越しの食事に付ける縁起物の「年

とし

取
と

り魚
ざかな

」として使われる特別な魚なのです。
設置時期　2017年８月
設置場所　岡空小児科医院(浜ノ町)
寄 贈 者　岡空小児科医院
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

対
策
セ
ミ
ナ
ー

個
別
相
談
・
申
請
窓
口
も

10月27日

　
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２

０
年
は
世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
妖
怪
検
定
も
初
め

て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
翌
２
０
２
１
年
も
同

様
に
中
止
と
な
り
、
２
年
連

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て
き

た
こ
と
し
は
、
い
よ
い
よ
第

15
回
の
実
施
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
11
月
13
日
㈰

　
▽
初

級
＝
午
後
１
時
～
２
時
▽
中

級
＝
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分
▽
上
級
＝
午
後
１
時
20

分
～
３
時
30
分

申
込
受
付
期
間

　
10
月
１
日

㈯
～
15
日
㈯

　
詳
細
は
、
境
港
妖
怪
検
定

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
妖

怪
検
定
」
で
検
索)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
境
港
商
工
会

議
所
・
境
港
妖
怪
検
定
係

(

☎
44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

　
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
境

港
妖
怪
検
定
。
今
回
の
検
定

実
施
に
合
わ
せ
、
初
級
テ
キ

ス
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

９
月
20
日
に
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
初
級
テ
キ
ス
ト

と
な
っ
て
い
た
「
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
の
妖
怪
た
ち
」
は
、

２
０
０
５
年
に(

一
社)

境
港

観
光
協
会
が
初
版
を
発
行
。

そ
の
後
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
増
加

な
ど
に
伴
い
随
時
改
定
し
、

第
６
版
ま
で
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

文
藝
春
秋
社
が
担
当
。
２
０

１
８
年
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ン

ズ
像
の
写
真
な
ど
は
、
ほ
ぼ

全
て
を
現
地
取
材
で
撮
り
直

し
ま
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
も
「
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
全
妖
怪
図
鑑
」
と

改
め
、
文
春
新
書
の
シ
リ
ー

　
境
港
商
工
会
議
所
は
10
月

27
日
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対

策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
２

３
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

(

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度)

」
の
内

容
と
対
策
を
詳
し
く
解
説
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
登

録
手
続
き
を
含
め
た
個
別
相

談
も
行
い
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
10
月
27
日
㈭

　
午
後

１
時
30
分
～
５
時

会
場

　
境
港
商
工
会
議
所 

３
階
・
大
ホ
ー
ル(

境
港
市

上
道
町)

定
員

　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

受
講
料

　
無
料

内
容

　
①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
内
容
と
対
策
②
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
個
別
相
談

・
登
録
受
付
窓
口

講
師

　
①
松
本
正
福
氏(

税税

松
本
会
計
事
務
所
代
表
社
員
、

税
理
士)

②
米
子
税
務
署
担

当
職
員

申
込
期
限

　
10
月
17
日
㈪

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。(

イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
特
集
を
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載)

ズ
と
し
て
発
行
。
販
売
価
格

は
１
４
３
０
円(

税
込)

で
す
。

　
同
書
は
、
妖
怪
検
定
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
か

ら
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を

は
じ
め
と
す
る
境
港
周
辺
の

水
木
妖
怪
ワ
ー
ル
ド
の
案
内

書
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
加

え
て
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
旅
の
思
い
出
と
し
て
も
置

い
て
お
き
た
い
１
冊
で
す
。

　
同
書
は
、
全
国
有
名
書
店

や
境
港
市
観
光
案
内
所(

大

正
町)

、
境
港
観
光
協
会
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
「
み
な
と

い
ろ
」(

「
み
な
と
い
ろ
」
で

検
索)

で
購
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
同
協
会
は
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
で
妖
怪
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
が
で
き
る
「
妖
怪

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
と
の

お
得
な
限
定
セ
ッ
ト
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会(

☎

47
―
３
８
８
０)

へ
。

受験者の応援に駆け付けた鬼太郎ら
＝２０１９年、境港会場　 Ⓒ水木プロ

境
港
妖
怪
検
定
初
級
の
新

テ
キ
ス
ト
　
Ⓒ
水
木
プ
ロ



タクシーの御用命は

代表取締役社長 杉　本　真　吾

営　業　所　境港市上道町１９０３番地の４

本社事務所　境港市元町１２３

みなとタクシーをどうぞ
代表取締役 山　本　一　徳

株式会社 大  新

本　　　社/〒684‒0034　鳥取県境港市昭和町13‒31
　　　　　 TEL（0859）44ｰ1335　FAX（0859）42ｰ4100
東京営業所/〒104‒0045　東京都中央区築地6‒4‒5
　　　　　 TEL（03）3545ｰ4531　FAX（03）3545ｰ4566

体　　験
レポート
体　　験
レポート

お
さ
か
な
パ
ー
ク

水
産
物
地
方
卸
売

市
場
２
号
上
屋
２
階

漁
港
や
市
場
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

　

こ
と
し
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
鳥
取
県
営
境
港
水
産
物
地

方
卸
売
市
場
２
号
上
屋
の
２
階
、愛
称
「
境
港
お
さ
か
な

パ
ー
ク
」(

昭
和
町
、管
理
者
＝
鳥
取
県
境
港
水
産
事
務
所)

。

境
港
の
漁
港
や
市
場
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
、見
て
学
べ
る
身
近
な
体
験
施
設
と
し
て
、新
た
に
誕
生

し
た
も
の
で
す
。今
回
、境
港
水
産
事
務
所
の
水
産
技
師
・
上

原
佑
太
さ
ん
の
案
内
で
、同
パ
ー
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。

水槽を紹介する上原佑太さん

　
私
の
家
系
は
、
祖
父
と
母

方
祖
父
が
兵
庫
県
城
崎
郡
香

住
町(

現
・
香
美
町)

で
、
戦

前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
定
置
網
漁

と
底
曳
漁
の
事
業
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
父
は
、
ロ
シ
ア
の
抑
留
を

経
て
復
員
後
、
暫
く
し
て
１

９
５
４(

昭
和
29)

年
に
隠
岐

島
の
島
前
に
漁
業
権
を
得
て

豊
祥
漁
業
有
限
会
社
と
し
て

創
業
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
か

ら
隠
岐
島
に
行
っ
た
理
由
は

寒
ブ
リ
狙
い
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
獲
れ
た
の
は
イ
カ
ば

か
り
で
、
当
て
が
外
れ
た
の

と
、
利
益
も
薄
く
苦
労
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
漁
獲
し
た
魚
を
隠
岐
島
か

ら
境
港
の
市
場
に
卸
し
、
境

港
と
の
縁
が
で
き
た
こ
と
か

ら
境
港
に
住
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
１
９
６
２(

昭
和

37)
年
に
は
境
港
市
高
松
町

の
煮
干
加
工
場
を
買
い
、
友

田
水
産
株
式
会
社
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
暫
く
は
、
漁
業
と
陸
上
加

工
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
７(

昭
和
42)

年
頃
に

漁
業
権
を
返
し
て
漁
業
か
ら

手
を
引
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
０(

昭
和
55)

年
頃

か
ら
竹
内
団
地
の
埋
め
立
て

造
成
工
事
が
始
ま
っ
た
た
め
、

工
場
の
立
ち
退
き
と
昭
和
町

へ
の
移
転
が
あ
り
、
移
転
を

契
機
に
煮
干
事
業
を
止
め
て

紅
ズ
ワ
イ
加
工
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

　
イ
ワ
シ
が
た
く
さ
ん
漁
獲

さ
れ
た
時
期
に
第
２
工
場
を

建
て
、
魚
冷
凍
事
業
を
現
在

の
森
脇
一
行
会
長
が
担
当
し
、

私
が
カ
ニ
事
業
を
担
当
し
て

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
８(
平
成
10)

年
に

本
社
と
工
場
を
竹
内
団
地
に

建
設
し
て
、
昭
和
町
か
ら
移

転
し
た
時
に
友
田
セ
ー
リ
ン

グ
株
式
会
社
を
設
立
。
既
存

の
友
田
水
産
と
２
社
体
制
で

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
２
０

１
３(

平
成
25)

年
に
合
併
し

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
友
田
セ
ー
リ
ン

グ
㈱(

竹
内
団
地)

の
創
業

に
つ
い
て
友
田
博
社
長
に

伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 14

海と共に１世紀
― 友田セーリング ―

頃

　
同
パ
ー
ク
に
は
、
競
り
や

入
札
を
見
学
で
き
る
国
内
最

大
の
１
４
０
㍍
も
あ
る
「
回

廊
状
の
通
路
」
や
「
ま
ぐ
ろ

デ
ッ
キ
」、
境
水
道
を
背
景

に
行
き
交
う
漁
船
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
か
に
テ
ラ

ス
」、
漁
港
や
市
場
の
設
備

の
紹
介
や
境
水
道
に
す
む
季

節
の
魚
を
飼
育
し
て
い
る
水

槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
「
展

示
ホ
ー
ル
」
が
あ
り
、
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

　
水
槽
に
は
、
漁
獲
が
禁
止

さ
れ
て
い
て
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
の
メ
ス
も
飼
育
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
有
料
施
設
と

　同社は１９８９(平成元)年に、平岡工業として創業。板金工事を行う
建設業としてスタートし、新築やリフォームを手掛けるようになり、実績
は80棟以上。２０２１(令和３)年に会社を設立し、同時に不動産取引業
を始めました。
　新事務所はことし７月に完成。以
前よりも相談が増え、一般のお客
さんの来店や、取引先との打ち合
わせが増えたため、新たに建てる
ことにしました。
　「新築やリフォームの相談に来ら
れたお客さんに、不動産を含めて
アドバイスをしています」と話す平
岡社長。紹介の形で人づてに来訪
があったり、自社のホームページに
掲載している物件情報からの問い
合わせなどで、徐々に相談に来る
お客さんが増えています。
　今後の展望について平岡社長は

「リフォームの展示場を作って、皆
さんに見てもらいたいと思っています」と話します。
　新築よりもリーズナブルで、建物の気密性など、アピールできる部分
も多いとのこと。高断熱・高気密で国の基準を上回る鳥取県独自の省エ
ネリフォーム基準を満たす「Ｒｅ ＮＥ－ＳＴ(リネスト)」の設計・施工を
する事業者としての登録も予定しています。
　リフォームや新築の相談のほか、残された家財をどうして良いかわか
らないと言った相談もあるそうです。平岡社長は「アドバイスできること
は多いと思います。何でもご相談ください」と呼びかけました。
　詳しくは、同社(☎４２－３００５)にお問い合わせください。

Part

62企業探訪企業探訪企業探訪
新築・リフォームから不動産取引まで

― フラットヒルズ ―

新事務所が完成

　このたび、㈱フラットヒルズ(中野町、平岡健三社長)の新事務所が
完成しました。今回の「企業探訪」は、同社を紹介します。

し
て
調
理
実
習
室
、
お
さ
か

な
学
習
室
、
貸
会
議
室
が
あ

り
、
調
理
実
習
室
は
手
元
を

投
影
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
や
調

理
器
具
、
機
器
が
豊
富
で
料

理
教
室
や
企
業
の
商
談
の
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
も
、
注
目
し
て

ほ
し
い
の
が
回
廊
状
の
通
路

か
ら
見
る
「
競
り
」
で
す
。

朝
５
時
30
分
か
ら
６
時
30
分

の
間
に
、
沖
合
底
び
き
網
漁

で
漁
獲
さ
れ
た
魚
の
競
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
競
り
な
ら
で

は
の
掛
け
声
は
臨
場
感
が
あ

り
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
が
一

面
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
様
子
は
圧
巻
で
す
。

　
上
原
さ
ん
は
「
魚
の
街
で

あ
る
境
港
の
漁
港
や
市
場
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が

目
標
。
料
理
教
室
や
エ
サ
や

り
体
験
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
身
近
な
存
在
に

な
れ
る
よ
う
に
今
後
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
同
パ
ー
ク
は
、
無
料
施
設

が
午
前
５
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

有
料
施
設
が
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
、
事
前
予

約
を
す
れ
ば
利
用
可
能
。
か

に
テ
ラ
ス
は
飲
食
が
可
能
な

た
め
、
天
気
の
良
い
日
に
水

産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
で
買
っ

た
水
産
物
を
食
べ
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
水
産
事

務
所(

☎
42
―
３
１
６
７)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
友
田
セ
ー
リ
ン
グ
に
統

合
し
ま
し
た
。

　
祖
父
の
代
か
ら
約
1
世

紀
近
く
も
、
海
の
資
源
を

お
陰
と
し
て
商
売
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
境
港
の
人
々
に

助
け
ら
れ
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
境
港
で
事
業
が
継
続

で
き
た
こ
と
に
も
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
資
源
や
環

境
問
題
な
ど
、
難
題
は
多

い
の
で
す
が
、
社
名
「
セ

ー
リ
ン
グ
」
に
似
合
う
よ

う
に
海
に
関
わ
り
続
け
る

会
社
経
営
を
考
え
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

　(

談)

平岡健三社長（左）と宅地建物取引士の樹
たつき

さん（右）

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

頃
の
煮
干
加
工
場
風
景
。

当
時
は
国
道
４
３
１
が

で
き
た
頃
で
、場
所
は
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
の
交
差

点
あ
た
り

2
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ち
ょ
っ
と拝 見 竹内３号倉庫が竣工

― NX境港海陸 ―

境港の輸出入貨物増加に対応

　

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱(

大
正
町
、
屬
敏
宏
社
長)

の
竹
内
３
号

倉
庫
が
こ
の
た
び
竣
工
。
境
港こ

う

の
輸
出
入
貨
物
拡
大
を
見
越

し
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、

同
社
の
竹
内
３
号
倉
庫
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
国
際
定
期
コ
ン

テ
ナ
や
大
型
客
船
な
ど
、
境

港こ
う

に
出
入
り
す
る
船
舶
代
理

店
業
務
か
ら
貨
物
の
積
み
降

ろ
し
、
保
管
、

通
関
業
務
、

陸
上
輸
送
ま

で
の
国
際
物

流
業
務
を
一

貫
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、

保
管
に
関
す

る
倉
庫
業
務

で
は
、
普
通

倉
庫
、
保
税

倉
庫
、
定
温

倉
庫
を
所
有
。

輸
出
入
貨
物

の
保
管
・
入

出
庫
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
内
３
号
倉
庫
は
、
境
夢

み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル(

竹
内

団
地)

の
隣
に
位
置
し
、
す

中
国
巨
大
市
場
へ
の
参
入
支
援

パ
ー
ト
⑥

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

　
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
食
品
・

も
の
づ
く
り
の
巨
大
市
場

で
あ
る
中
国
へ
の
販
路
拡

大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
中
国
へ
の
販
路

拡
大
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
大
切
だ
と
思
う
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
・
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
海

外
展
開
の
支
援
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
中
国
市
場
へ
の
販
路
拡
大
支
援
で
す
。

　
１
つ
目
は
「
ス
ピ
ー
ド
」

で
す
。
中
国
は
、
他
の
海
外

地
域
に
比
べ
て
特
に
ス
ピ
ー

ド
を
重
視
す
る
お
国
柄
で
す
。

何
事
も
迅
速
に
処
理
す
る
こ

と
が
何
よ
り
大
切
に
な
り
ま

す
。

　
２
つ
目
は
「
ネ
ッ
ト
へ
の

対
応
」
で
す
。
中
国
国
内
の

Ｅ
Ｃ
化
率(

ネ
ッ
ト
で
売
買

す
る
割
合)

は
実
に
50
㌫
を

超
え
る
勢
い
で
、
日
本
の
Ｅ

Ｃ
化
率
が
未
だ
10
㌫
未
満
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

そ
の
進
化
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
輸
出
に
関
し
て
も
「
越
境

Ｅ
Ｃ
」
と
呼
ば
れ
る
国
を
ま

た
い
だ
電
子
取
引
が
主
流
に

な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
国
販
路
開
拓
支
援
の
一
環

と
し
て
、
11
月
に
上
海
で
開

催
さ
れ
る
「
中
国
国
際
輸
入

博
覧
会
」
と
「Food and 

H
ospitality China

」
の
ジ

ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
に
鳥
取

県
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　
特
に
中
国
国
際
輸
入
博
覧

会
は
、
世
界
１
２
７
カ
国
・

地
域
か
ら
約
２
９
０
０
社
・

団
体
が
参
加
し
、
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
扱
う
中
国
の
地
方

有
力
バ
イ
ヤ
ー
も
招
聘
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
10
月
中
旬
頃
に
は
、

「
中
国
食
品
最
新
事
情
」

と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
上

海
な
ど
を
中
心
と
す
る
最

新
動
向
や
中
国
の
お
す
す

め
展
示
会
情
報
な
ど
も
案

内
し
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
中
国
市
場
以
外
で
も
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ

る
皆
様
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(

☎
30
―
３
１
６
１)

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

過
去
の
中
国
国
際
輸
入
博

覧
会
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ

ン
の
様
子
＝
２
０
１
９
年

増加する貨物を保管するために建設された竹内3号倉庫

　
こ
と
し
５
月
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
専
門
店
ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
数
々
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

食
べ
歩
い
て
き
た
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
大
好
き
店
主
が
、
自
分

好
み
の
味
と
ス
タ
イ
ル
を
追

い
求
め
て
創
業
し
た
バ
ー
ガ

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
ｓサ

ニ

ー

ｕ
ｎ
ｎ
ｙ(

元
町
、
寺
本
界か

い

代
表)

の
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

ー
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
「
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
」
や
「
チ
ー
ズ

バ
ー
ガ
ー
」、
重
量
級
サ
イ

ズ
の
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
バ
ー
ガ
ー
」

や
通
常
の
パ
テ
ィ
と
自
家
製

ソ
ー
ス
で
味
付
け
し
た
柔
ら

か
な
豚
肉
を
重
ね
た
「
プ
ル

ド
ポ
ー
ク
バ
ー
ガ

ー
」、
ミ
ニ
サ
イ
ズ

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
に
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。

　
各
種
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
充
実

し
て
い
る
の
で
、
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
独
自
ブ
レ
ン
ド
の
味
付
け

に
加
え
、
肉
の
ひ
き
方
に
も

工
夫
を
凝
ら
し
、
味
と
食
感

の
双
方
に
吟
味
に
吟
味
を
重

ね
た
牛
肉
１
０
０
㌫
の
パ
テ

ィ
。
同
様
に
パ
ン
も
様
々
な

種
類
の
中
か
ら
厳
選
し
た
も

の
を
使
用
し
、
パ
テ
ィ
と
パ

ン
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
し
た
究

極
の
一
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
以
外
に
も
、

ロ
ン
グ
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
挟
ん

だ
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
も
各
種
あ

り
、
人
気
で
す
。
ま
た
、
ポ

テ
ト
や
サ
ラ
ダ
な
ど
の
サ
イ

ド
メ
ニ
ュ
ー
や
、
ア
メ
リ
カ

ン
な
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
に
ビ

ー
ル
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
手

作
り
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
ブ

ラ
ウ
ニ
ー
な
ど
、
ス
イ
ー
ツ

も
あ
り
、
カ
フ
ェ
利
用
も
で

き
ま
す
。

　
店
内
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
所
狭
し

と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
ン
ワ
ー
ル
ド

の
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
０

８
０
―
４
５
５
６
―
０
０
５

５)

へ
。

で
に
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
２

号
倉
庫
に
並
行
す
る
形
で
建

設
し
た
も
の
。

　
同
倉
庫
は
、
鉄
骨
平
屋
建

て
の
普
通
倉
庫
。
土
地
面
積

は
６
８
９
３
平
方
㍍
で
、
建

物
面
積
は
３
７
９
３
・
２
平

方
㍍
で
す
。
取
扱
貨
物
は
主

に
工
業
製
品
で
、
約
２
０
０

０
㌧
の
収
容
能
力
が
あ
り
ま

す
。

　
境
港
で
は
、
週
５
便
の
国

際
定
期
航
路
が
就
航
。
併
せ

て
、
神
戸
を
経
由
し
て
輸
出

入
を
行
う
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー

航
路
も
毎
週
運
行
中
で
す
。

　
さ
ら
に
、
荷
物
を
積
み
込

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
そ
の

ま
ま
乗
り
込
め
る
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
の
運
行
実
験
も
続
き
、
今

後
も
貨
物
量
の
大
幅
な
増
加

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
山
田
悟さ

と
る

常
務
は

「
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
船
や
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
貨
物
も
引
き
受

け
て
、
よ
り
大
き
な
物
流
拠

点
と
な
り
、
境
港
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
２
１
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港商議所

税
務
個
別
相
談
会

10
月
19
日
、
12
月
21
日

　
境
港
青
色
申
告
会
と
境
港

商
工
会
議
所
、
米
子
税
務
署

は
、
個
人
事
業
主
の
皆
様
の

税
務
に
関
す
る
課
題
解
決
の

た
め
、
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
10
月
19
日
㈬
、
12
月

21
日
㈬

　
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

(

各
1
時
間)

相
談
員

　
▽
鳥
取
税
務
署 

記
帳
指
導
推
進
官
▽
米
子
税

務
署 

記
帳
指
導
担
当
官

会
場

　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階
・
相
談
室(

境
港
市
上

道
町)

事
前
予
約
制

　
各
日
先
着
５

人
ま
で
。
開
催
２
日
前
ま
で

の
申
し
込
み
が
必
要

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

人気のプルドポークバーガー

3
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―
相
談
会
の
名
称
が
変
わ
り

ま
し
た
ね
。

　
は
い
。
こ
れ
ま
で
は
「
特

許
等
無
料
相
談
会
」
で
し
た

が
、
知
財
総
合
支
援
窓
口
の

協
力
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

　

境
港
商
工
会
議
所
は
毎
月
１
回
、
第
２
水
曜
日
に
知
財
無

料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
は
、
Ｉイ

ン

ピ

ッ

ト

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
か
ら
派
遣
さ
れ
る
知
財
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。
相
談
員
の
澤
田
宏
二
さ
ん
に
、
最
近

の
相
談
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

スポット
ラ イ ト
スポット
ラ イ ト

創
業
時
か
ら
商
標
に
関
心
を

Ｉ 

Ｎ 

Ｐ 

Ｉ 

Ｔ

知
財
総
合
支
援
窓
口

澤
田
宏
二
相
談
員
に
聞
く

　「知財無料相談会」10月のあ
らましは、次の通り。
日時 10月12日㈬
　　 午後１時～４時
場所 境港商工会議所・相談室
　　　（境港市上道町）
　詳しくは、境港商工会議所
相談課(☎４４－１１１１)へ。

知財無料相談会

― 海産物のきむらや ―

ＳＤＧｓ境港企業の取り組み シリーズ⑮

とっとりSDGs企業認証を取得
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
境
港
市
内

の
企
業
が
登
場
。
今
回
は
、
第
１
回
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企

業
認
証
の
認
証
企
業
と
な
っ
た
海
産
物
の
き
む
ら
や(

渡
町
、

木
村
美
樹
雄
社
長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
持

続
可
能
な
社
会
、

経
済
、
環
境
の
実

現
に
向
け
た
経
営

に
取
り
組
む
事
業

者
を
対
象
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の
取

り
組
み
を
県
独
自

で
認
証
す
る
制
度

を
創
設
。
第
1
回

の
認
証
を
受
け
た

企
業
は
27
社
で
、

境
港
市
か
ら
は
同

社
の
ほ
か
に
３
社

が
認
証
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
社
が
認
証
を
取
得
し
よ

う
と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
企
業

活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
合
致
し

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
、

今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
を
推

進
す
る
た
め
で
し
た
。

　
同
社
は
、
25
年
前
か
ら
境

港
市
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、

沖
縄
県
伊
平
屋
島
と
境
港
市

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
社
の
主
力
製
品
で
あ
る

味
付
も
ず
く
の
原
料
は
、
主

に
伊
平
屋
島
で
養
殖
し
て
い

る
も
ず
く
で
す
。
創
業
時
か

ら
多
大
な
協
力
を
し
て
い
る

同
地
へ
の
恩
返
し
に
と
、
同

社
の
創
業
者
・
木
村
隆
之
会

長
が
始
め
た
事
業
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
同
社
商
品
の
主

要
な
取
引
先
で
あ
る
生
協
と

協
力
し
て
、
産
地
の
環
境
保

全
の
た
め
「
美ち

ゅ

ら
島
環
境
も

ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

で
基
金
を
集
め
る
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
同
認
証
制
度
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
の
た
め
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
目
指
す
取
り
組

み
目
標
を
社
会
、
経
済
、
環

境
と
い
っ
た
３
側
面
か
ら
30

項
目
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
こ
の
う
ち
、
各
側
面
６
項

目
以
上
、
全
体
で
21
項
目
以

上
の
設
定
で
要
件
を
満
た
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

同
社
は
30
項
目
全
て
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま

す
。

　
木
村
社
長
は
「
当
社
は
、

環
境
負
荷
を
受
け
や
す
い
も

ず
く
を
原
材
料
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
産

地
の
環
境
保
全
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
５
５
５)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
相
談
会
は
「
知
財
無
料
相

談
会
」
へ
統
一
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
特
許
だ
け
で
な
く
、
知
財

全
般
の
相
談
対
応
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

―
知
財
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
指
し
ま
す
か
。

　
企
業
活
動
で
生
ま
れ
た
無

形
財
産
の
全
て
で
す
。
特
許

の
ほ
か
に
商
標
、
意
匠
、
著

作
権
、
営
業
秘
密
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
知
財
を
保
護
す
る

こ
と
で
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が

で
き
ま
す
。
企
業
の
基
礎
を

作
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
知
財
の
調
査
や
取
得
方

法
な
ど
を
無
料
で
ご
支
援
し

ま
す
。

―
最
近
の
相
談

で
特
徴
的
な
も

の
は
あ
り
ま
す

か
。

　
人
気
メ
ニ
ュ

ー
を
商
品
と
し

て
、
通
販
な
ど

で
販
売
し
よ
う

と
す
る
と
き
に
、

店
名
や
商
品
名

の
商
標
が
問
題

に
な
ら
な
い
か

と
い
う
相
談
が

目
立
っ
て
き
ま

し
た
。

―
ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

　
開
店
時
は
、
店
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、

商
標
な
ど
の
認
識
は
あ
ま
り

な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

美
味
し
い
な
ど
の
評
判
が
立

つ
と
、
多
店
舗
展
開
や
商
品

の
販
売
な
ど
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

―
そ
の
段
階
で
商
標
を
調
べ

る
人
が
多
い
の
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
。
店
の
名
前
や

商
品
名
が
他
社
の
商
標
に
抵

触
し
て
い
た
ら
、
そ
の
名
前

で
商
品
の
販
売
な
ど
を
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

開
店
時
に
、
将
来
ど
ん
な
事

業
を
展
開
す
る
の
か
を
見
据

え
た
上
で
、
商
標
を
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
同
社
は
１
９
５
５(

昭

和
30)

年
に
創
業
し
、
１

９
８
０
年(

昭
和
55)

年
に

有
限
会
社
を
設
立
。
中
華

麺
を
中
心
に
製
造
し
、
ス

ー
パ
ー
や
食
堂
へ
の
卸
売

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年(

平
成
24)

年
に
は
、
自
社
で
製
造
し

た
う
ど
ん
、
そ
ば
を
提
供

す
る
食
堂「
麺
屋
や
ま
も
と
」

を
オ
ー
プ
ン
。
今
年
で
10
周

年
に
な
り
ま
す
。

　
食
べ
る
も
の
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
山
本
社

長
は
「
衛
生
面
に
は
気
を
使

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

２
０
２
０(

令
和
２)

年
に
は

店
舗
を
改
装
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
も
あ
り
、

　

㈲
山
本
製
麺
所(

朝
日
町)

は
昨
年
12
月
、
山
本
文
恵
氏
が

取
締
役
に
就
任
し
、
同
社
の
代
表
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

「
会
員
の
今
」
は
、
山
本
社
長
就
任
か
ら
約
９
カ
月
が
経
っ

た
同
社
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

客
席
を
広
く
と
っ
た
ほ
か
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
用
の
窓
口

を
設
置
し
、
店
内
で
人
が
密

集
し
な
い
環
境
を
作
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
食
材
に
も
こ
だ
わ

っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
食

塩
不
使
用
の
ア
カ
モ
ク
う
ど

ん
を
発
売
。山
本
社
長
の「
質

を
落
と
さ
ず
、
お
い
し
い
も

新
社
長
誕
生
か
ら
９
カ
月

山
本
製
麺
所

境港商議所
会員の今　61

の
が
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
お
い
し
く
食

べ
て
自
然
と
減
塩
が
で
き

る
商
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　
店
舗
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

で
の
提
供
の
ほ
か
、
生
麺

の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
山
本
社
長
は
「
当
店
の

理
想
は
、
健
康
に
良
い
も

の
を
普
通
に
お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
う
こ
と
。
ぜ
ひ
、

塩
が
無
く
て
も
お
い
し
い

う
ど
ん
、
と
い
う
も
の
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎

42
―
２
４
０
８)

ま
で
。

同店の看板と山本文恵社長

基金贈呈式の木村美樹雄社長（右から2人目）ら

知
財
の
大
切
さ
を
話
す
澤
田
宏
二
相
談
員

4



まごころ共済まごころ共済まごころ共済（自動車事故費用共済）

○死亡事故（300万円限度）、後遺障害（300万円限度）、入通院等に対応
○特約　自損事故にも対応（3万円以上の車両損害の場合に3万円支給）
　　　　対物事故にも対応（2万円以上の損害の場合に3万円支給）
○契約者が法人の場合、契約者のほか従業員さんの運転事故にも対応します。
○契約者が個人の場合、契約者のほか家族とその他 2名の運転事故にも対応します。
　※詳しくは、右記へお問い合わせください。

代理所  境港商工会議所

島根県火災共済協同組合
【お申し込み・お問い合わせ】

☎0852－21－0249
〒690－0886  松江市母衣町55－4

☎0859－44－1111
〒684－8686  境港市上道町3002

まごころ共済は、道義的責任（誠意）としてのお見舞い、供花料、通夜費用、香典料等の費用を補填します。

『自動車運転』もしあなたが人身事故を起こしたら、もし加害者になったら
大きな責任　　　　　と　　　　多額の自己負担

「自賠責保険と任意保険。それだけで十分でしょうか？」
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•
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来
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

(

い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度)

が
始
ま
り
ま
す
。
10
月
１
日

か
ら
適
格
請
求
書
を
交
付
す
る
た
め
に
は
原
則
、
２
０
２
３

(

令
和
５)

年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
が
、
米
子
税
務
署
は
早
期
の
登
録
申
請
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

米子税務署 インボイス制度特集

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

米子税務署

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

登
録
申
請

　
毎
年
３
月
は
所
得
税
の
確

定
申
告
の
時
期
で
あ
り
、
申

告
に
併
せ
て
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
の
登
録
を
申
請
す

る
事
業
者
が
多
く
な
る
と
、

審
査
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
早

期
申
請
を
す
る
と
、
登
録
番

号
の
通
知
が
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
取
れ
ま
す
。

　
早
期
申
請
を
す
る
と
、
早

期
に
登
録
番
号
を
受
け
取
る

⇒
制
度
開
始
前
で
も
請
求
書

な
ど
に
登
録
番
号
を
記
載
で

き
る⇒
取
引
先
に
早
め
に

登
録
番
号
を
通
知
で
き
る
―

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
早
期
申
請
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
免
税
事
業
者
が

登
録
申
請
す
れ
ば
、
課
税
事

業
者
と
な
り
、
確
定
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
登

録
申
請
す
る
か
ど
う
か
、
よ

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

国税庁ホームページ
インボイスについて、詳しく知りた
い場合は、国税庁ホームページ
(「国税庁」で検索)の「インボイス
制度特設サイト」の各種情報をご
覧ください｡
税務相談チャットボット(インボイ
ス制度)
｢チャットボット(ふたば)に質問す
る」で検索。質問内容をメニュー
から選択するか、文字で入力する
と、ＡＩ(人工知能)を活用して、
「税務職員ふたば」が自動で回答
します。
軽減・インボイスコールセンター
(消費税軽減税率・インボイス制
度電話相談センター)
専用ダイヤル０１２０－２０５－５５
３(無料)【受付時間】午前９時～
午後５時(土・日曜日、祝日除く)。
インボイス制度や軽減税率制度に
関する一般的な質問を受け付け
ています。
　個別相談(関係書類などで､具
体的な事実などを確認する必要
のある相談)を希望する人は、米
子税務署(☎︎32－４１２１、音声ガ
イダンスに沿って「２」を押す）に
電話して、面接日時などを予約し
てください。

インボイス制度
各種問い合わせ先

イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
方
法
を
紹
介
す
る
米
子
税
務
署
ス
タ
ッ
フ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
開
催

登
録
申
請
の
受
け
付
け
も

　
米
子
税
務
署
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
説
明
会
は
２
部
構
成

で
、
前
半
の
「
導
入
編
」
は

消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り

た
い
人
向
け
で
す
。
後
半
の

「
基
礎
編
」
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
概
要
を
説
明
し
、
希

望
に
応
じ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
観
点
か
ら
、
説
明
会
の

参
加
は
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
同
説
明
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
10
月
20
日
㈭
、
11
月

インボイス制度
登録した
事業者の留意点

制
度
の
ポ
イ
ン
ト

　「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と

は
、
複
数
税
率
に
対
応
し
た

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し

て
導
入
さ
れ
る
制
度
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　
買
手
側
は
、
仕
入
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
売
手
側
か

ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ

ス(

登
録
番
号
な
ど
、
一
定

の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
、
請

求
書
や
納
品
書
、
領
収
書
、

レ
シ
ー
ト
な
ど)

を
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
売
手
側
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者(

適
格
請
求
書
発

行
事
業
者)

の
登
録
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録

を
受
け
る
と
課
税
事
業
者
と

な
り
、
消
費
税
の
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

登
録
を
受
け
た
場
合

の
留
意
点

　
買
手
側
が
仕
入
税
額
控
除

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
帳

簿
と
取
引
先
か
ら
交
付
さ
れ

た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存(

７

年
間)

が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
や
自
動
販
売
機
で
購

入
し
た
も
の
な
ど
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
交
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
取
り
引
き
の
場
合
は
、

帳
簿
の
み
の
保
存
で
仕
入
税

額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
現
行
で
は
「
３
万
円
未
満

の
課
税
仕
入
れ
」
や
「
や
む

を
得
な
い
理
由
で
請
求
書
な

ど
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
き
」
は
、
一
定
の
事

項
を
記
載
し
た
帳
簿
の
保
存

の
み
で
仕
入
税
額
控
除
が
認

め
ら
れ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
開
始
後
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
は
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を

選
択
し
て
い
る
場
合
、
イ
ン

ボ
イ
ス
の
保
存
は
、
仕
入
税

額
控
除
の
要
件
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
一
方
、
売
手
側
は
、
相
手

側(

課
税
事
業
者)

の
求
め

に
応
じ
て
軽
減
税
率
対
象
品

目
の
販
売
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
返
品
や
値
引
き
な
ど
、
売

上
げ
に
関
す
る
対
価
の
返
還

な
ど
を
行
う
場
合
は
、
返
還

な
ど
に
関
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス

を
交
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
翌
月
分
の
適
格
請
求
書

に
当
月
分
の
売
上
値
引
代
金

を
控
除
す
る
方
法
で
の
記
載

も
可
能
で
す
。

　
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に

誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

修
正
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
イ
ン
ボ
イ
ス
を
作
成

し
交
付
す
る
か
、
修
正
し
た

箇
所
の
み
を
明
示
し
た
書
類

を
交
付
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の

写
し
は
、
７
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

適格請求書には「登録番号」の記載が必要です

従来の請求書 適格請求書

す
。

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
「
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
書
」
と
い
う
書
類
を

作
成
し
て
、
税
務
署
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個

人
事
業
者
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
申
請

が
可
能
で
す
。

21
日
㈪
、
12
月
20
日
㈫

　
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時(

導
入
編)

、
午
前
11
時

～
正
午(

基
礎
編)

場
所

　
米
子
地
方
合
同
庁
舎

４
階
・
共
用
会
議
室(

米
子

市
東
町)

予
約

　
開
催
日
前
日(

11
月

は
18
日
㈮)

の
午
後
５
時
ま

で
に
電
話
で
予
約

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
米

子
税
務
署
個
人
課
税
部
門

(

☎
57
―
３
３
３
８)

、
ま
た

は
同
法
人
課
税
部
門(

☎
57

―
３
３
４
２)
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
税
関
は
１
８
７
２(

明
治

５)

年
11
月
28
日
に
「
運
上

所
」
か
ら
「
税
関
」
に
改
称

さ
れ
正
式
に
発
足
し
て
か
ら
、

こ
と
し
で
１
５
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
境
税
関
支
署
は
、
こ
れ
を

記
念
し
て
税
関
展
を
開
催
し

ま
す
。
同
税
関
展
は
、
麻
薬

探
知
犬
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
密
輸

発
見
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
不
正

薬
物
隠
匿
レ
プ
リ
カ
の
展
示

な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

人
に
は
、
記
念
品
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　
同
税
関
展
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
10
月
22
日
㈯
・
23
日

㈰
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
５
時

場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
吉

津 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
コ
ー
ト

(

西
伯
郡
日
吉
津
村)

内
容

　
▽
麻
薬
探
知
犬
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン(

22
日

＝
午
後
１
時
・
３
時
、
23
日

＝
午
前
11
時
、
午
後
１
時)

▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
パ
ネ
ル

展
示
な
ど

　
詳
し
く
は
、
境
税
関
支
署

総
務
課(

☎
42
―
２
２
２
８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

密
輸
情
報
の
提
供

　
税
関
は
、
不
正
薬
物
や
銃

器
な
ど
の
密
輸
取
り
締
ま
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
海
や
海
岸
付
近
な
ど
で

見
慣
れ
な
い
人
が
コ
ソ
コ
ソ

と
荷
物
を
運
ん
で
い
た
」「
親

し
く
な
い
人
か
ら
外
国
郵
便

の
受
け
取
り
を
頼
ま
れ
た
」

な
ど
、
お
か
し
い
と
感
じ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
税
関
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
は
、
密
輸
ダ
イ
ヤ

ル(

０
１
２
０
―
４し

６ろ

１い

―

９く

６ろ

１い)

、
ま
た
は
境
税
関

支
署
取
締
部
門(

☎
42
―
３

８
１
３)

で
す
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

境 港 市

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入

　
境
港
市
は
、
こ
と
し
７
月

に
「
境
港
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
お
二
人
が
、

互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
、
日
常
の
生
活
に
お
い

て
協
力
し
合
う
関
係
で
あ
る

こ
と
を
宣
誓
し
た
場
合
に
、

市
が
宣
誓
書
受
領
証
や
宣
誓

書
受
領
カ
ー
ド
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
を
し
た
人
が
、

婚
姻
を
し
た
配
偶
者
と
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
協
力
と
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
例
は
▽
家
族
割

や
配
偶
者
の
あ
る
場
合
に
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

に
含
め
る
▽
従
業
員
に
対
す

る
結
婚
休
暇
、
忌
引
き
、
介

護
休
暇
な
ど
の
対
象
に
含
め

る
▽
更
衣
室
や
ト
イ
レ
な
ど

を
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

に
配
慮
す
る
―
な
ど
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
手
続
き
な
ど

で
も
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
、

全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、

生
き
生
き
と
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
手
続
き
な
ど
は
、
境
港
市

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照)

を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
地
域

振
興
課(

☎
47

―
１
１
０
２)

へ
。

　
境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
角か

ど

屋や

食
品(

竹

内
団
地
、
角か

ど

谷た
に

直
樹
社
長)

が
生
産
す
る
商
品
で
す
。

　「
ア
ジ
フ
ラ
イ
カ
ン
パ

ニ
ー
」
と
い
う
同
社
の
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
人
は
、
多
い

と
思
い
ま
す
。
同
社
の
主

力
商
品
は
ア
ジ
フ
ラ
イ
で

す
。
原
料
に
は
、
境
港
で

水
揚
げ
さ
れ
る
マ
ア
ジ
を

中
心
に
使
用
。
フ
ラ
イ
パ
ン

で
調
理
し
や
す
い
よ
う
に
小

ぶ
り
の
サ
イ
ズ
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

　
製
法
は
、
手
作
業
が
中
心

で
す
。
背
び
れ
や
ゼ
イ
ゴ
と

呼
ば
れ
る
硬
い
ウ
ロ
コ
は
、

一
匹
ず
つ
除
去
。
さ
ら
に
、

頭
を
切
り
落
と
し
て
内
臓
を

取
り
除
き
、
開
き
に
し
た
後

に
残
っ
た
骨
な
ど
も
手
作
業

で
取
り
除
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
処
理
が
で
き
て

い
る
か
の
確
認
も
一
匹
ず
つ

手
に
取
っ
て
、
て
い
ね
い
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
衣
も
全
て
手
付
け

で
す
。
こ
の
た
め
、
パ
ン
粉

が
ふ
ん
わ
り
と
ア
ジ
に
付
き
、

油
で
揚
げ
た
際
に
手
作
り
感

と
迫
力
の
あ
る
ア
ジ
フ
ラ
イ

が
完
成
。
味
付
け
は
シ
ン
プ

ル
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
の
み
で
、

ア
ジ
本
来
の
味
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
「
て
い
ね

い
な
仕
事
の
ア
ジ
フ
ラ
イ
」

と
「
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
ア
ジ

フ
ラ
イ
」
の
２
パ
タ
ー
ン
。

特
に
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
ア

ジ
フ
ラ
イ
は
、
こ
だ
わ
っ
て

い
る
内
容
を
大
き
な
文
字
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

い
う
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
同
製
品
は
全
国
で
販
売
し

て
い
ま
す
が
、
境

港
市
内
で
は
丸
合
、

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
、

ビ
ッ
グ
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
な
ど
に
あ
り

ま
す
。

　
同
社
の
営
業
担

当
・
得と

く

津つ

仁ひ
と
し

さ
ん

は
「
日
本
で
一
番
お
い
し

い
ア
ジ
フ
ラ
イ
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
自
負
を
持
っ

て
い
ま
す
。
安
心
安
全
な

製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
か
け
た
と
き

に
は
手
に
取
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

45
―
３
２
８
３)
ま
で
。

境港発商品

発見

ア
ジ
フ
ラ
イ

角
屋
食
品

10月から毎週実施へ

金曜日の婦人科診察

済生会境港総合病院

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院
は
、

金
曜
日
の
婦
人
科
診
察
を
10

月
か
ら
毎
週
行
い
ま
す
。
金

曜
日
の
婦
人
科
診
察
は
こ
れ

ま
で
月
１
回
で
し
た
が
、
10

月
か
ら
毎
週
実
施
と
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
10
月
以
降

の
金
曜
日(

午
前
中)

に
子

宮
が
ん
検
診
の
受
け
付
け
も

開
始
し
ま
し
た
。

　
月
・
水
曜
日
の
午
前
中
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
診
察
と
子

宮
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い(

要

予
約)
。

　
診
察
の
予
約
な
ど
、
詳
し

く
は
済
生
会
境
港
総
合
病
院

(

☎
42
―
３
１
６
１)

へ
。
ま

た
、
健
診
の
予
約
は
健
診
セ

ン
タ
ー(

☎
42
―
３
１
６

４)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

― 境税関支署 ―

10月22日 税関150周年記念｢税関展｣
密輸を発見してみよう！ 麻薬探知犬もやってくる！

税
関
１
５
０
周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー

水際で守る　日本の未来

２パターンのパッケージ
を手にする得津仁さん

パートナーシップ宣誓書の受領カード

月 火 水 木 金

婦人科 大学医師
（午前）

大学医師
（午前）

大学医師
（午前）

【子宮がん検診】 有 有 有

10月からの婦人科診察スケジュール
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ニーズに応え、地域社会に貢献する。

総 合 建 設 業

株式会社

☞ リンクス　境港市 検 索

〒684－0062　鳥 取 県 境 港 市 蓮 池 町 50－1
TEL（0859）4 2－5 3 3 5　 FAX（0859）4 2－5 3 3 6
E-mail : rinx@topaz.ocn.ne.jp

http://rinx.info

代表取締役会長　池　田　幸　仁
代表取締役社長　池　田　太　一

中 西 一 郎 商 店有限
会社

建築金物・製作金物

代表取締役 中　西　健一郎

営業所／境港市上道町3152(市役所通り)
　　　　TEL44－1122㈹ FAX44－1125
http://nakanishiichiro.co.jp/

•
•
•
•
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•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

水産物直売
セ ン タ ー

お
客
様
感
謝
Ｄ
Ａ
Ｙ

魚
の
詰
め
放
題
や
競
り
体
験
な
ど

10
月
９
日

　
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
は
10
月
９
日
に
「
秋
の
お

客
様
感
謝
Ｄ
ａ
ｙ
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
境
港
で
は
、
９
月
１
日
か

ら
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
が
解

禁
と
な
り
ま
し
た
。
順
調
に

水
揚
げ
が
続

き
、
同
セ
ン

タ
ー
各
店
舗

の
店
頭
に
も

た
く
さ
ん
の

カ
ニ
が
所
狭

し
と
並
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、

カ
ニ
だ
け
で

な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門

店
が
様
々
な

水
産
物
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
フ
ー
ド
コ
ー
ド
も
充
実
。

　
こ
の
た
び
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

開
催
日

　
10
月
９
日
㈰

場
所

　
境
港
水
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー(

境
港
市
昭
和
町)

内
容

　
▽
魚
の
詰
め
放
題

(

午
前
９
時
30
分
～)

＝
魚

種
は
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ

シ
の
う
ち
当
日
獲
れ
た
魚
、

１
回
・
３
０
０
円
、
な
く
な

り
次
第
終
了
▽
競
り
体
験

(

午
前
10
時
30
分
～)

＝
各

店
舗
え
り
す
ぐ
り
の
商
品
を

参
加
者
が
値
段
を
付
け
て
、

セ
リ
落
と
し
ま
す
▽
境
港
お

さ
か
な
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
▽
お

買
い
得
品
も
多
数
用
意(

イ

ベ
ン
ト
は
、
予
告
な
く
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す)

　
同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る

山
陰
旋
網
漁
業
協
同
組
合
の

井
本
慶
子
部
長
は
「
ご
家
族

や
友
達
同
士
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
皆
さ
ん
お
揃
い
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

(

☎
30
―
３
８
５
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康や長時間
労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時15分～11時15分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

10月の相談日

市民交流
センター開館記念コンサート
米子市出身の小原広夢さん（ピアノ）も出演

10月16日   地元で活動する音楽団体が一堂に

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

上
道
町)

で
10
月
16
日
、

「
市
民
に
よ
る
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
主
催
は
、
市
民
に
よ
る
開

館
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会(

構
成
団
体
＝
境
港
音

楽
友
の
会
「
響
」、
境
港
市

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
、
境
港
市
合
唱
連
盟
、

ピ
ア
ノ
の
会
「
ク
レ
ス
」、

さ
か
い
み
な
と
ウ
ィ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル)

で
す
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
地

元
で
活
動
す
る
音
楽
団
体
が

一
堂
に
会
し
て
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
ほ

か
、
米
子
市
出
身
の
若
手
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
小お

　ば
ら

　ひ
ろ

　む

原
広
夢
さ
ん

(

桐
朋
学
園
大
学
在
学
中)

も
出
演
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
代
表
の
浜
本

ま
ち
子
さ
ん
は
「
異
な
る
分

野
の
演
奏
家
が
交
流
を
図
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
量

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
市
民

が
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
む
場

を
提
供
し
、
地
域
の
文
化
振

興
に
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
10
月
16
日
㈰

　
午
後

２
時
開
演(
午
後
１
時
30
分

開
場)

会
場

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス)
・
市

民
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道
町)

入
場
料

　
５
０
０
円

出
演
者

　
▽
小
原
広
夢(

ピ

ア
ノ)

▽
境
港
市
民
合
唱
団

▽
ピ
ア
ノ
の
会
「
ク
レ
ス
」

▽
さ
か
い
み
な
と
ウ
ィ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

チ
ケ
ッ
ト

　
境
港
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
境
港
市
文
化
ホ

ー
ル(

中
野
町)

な
ど

　
詳
し
く
は
、
浜
本
さ
ん

(

☎
42
―
５
２
３
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
地
域
安
全
運
動

10
月
11
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

境港警察署

　「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

が
本
年
10
月
11
日
か
ら
20
日

ま
で
の
10
日
間
、
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
例
年
、
全
国
地
域
安
全
運

動
の
期
間
に
合
わ
せ
「
鳥
取

県
地
域
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

(

主
催
＝
〔公
社
〕鳥
取
県
防

犯
連
合
会
、
共
催
＝
鳥
取
県
、

鳥
取
県
警
察)

が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状

を
踏
ま
え
、
一
昨
年
、
昨
年

に
続
き
本
年
も
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
県
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地

域
の
安
全
安
心
は
、
地
域
の

皆
様
の
防
犯
意
識
が
重
要
で

す
。

　
散
歩
中
や
ち
ょ
っ
と
し
た

外
出
時
、
防
犯
の
観
点
を
持

っ
て
注
意
す
る
「
な
が
ら
見

守
り
」
を
心
掛
け
る
こ
と
も
、

地
域
の
安
全
に
つ
な
が
る
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
特
殊
詐
欺
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
役
場
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
の
「
介
護
保
険
料

の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
返
還
し
ま
す
」

と
い
っ
た
電
話
や
、
パ
ソ
コ

ン
の
ウ
イ
ル
ス
駆
除
代
金
名

目
や
当
選
金
の
受
け
取
り
手

数
料
名
目
な
ど
で
「
コ
ン
ビ

ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を

買
っ
て
支
払
っ
て
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
は
す
ぐ

に
、
身
近
な
人
や
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
の
絆
で
地
域
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

小原広夢さん

10月３日㈪ 　　　午後 　　　

10月６日㈭ 　　　午後 産業医

10月13日㈭ 午前＋午後 産業医

10月19日㈬ 　　　午後 産業医

10月26日㈬ 　　　午後 産業医

　
境
港
市
は
、
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
夫
婦
全
体
の

約
５
・
５
組
に
１
組
が
不

妊
検
査
や
不
妊
治
療
を
受

け
て
お
り
、
国
は
本
年
３
月

に
不
妊
治
療
を
受
け
な
が
ら

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
改
訂
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
境
港
市
は
、
境
港
商
工
会

議
所
と
様
々
な
テ
ー
マ
で
政

策
懇
談
会
を
継
続
的
に
開
催

し
、
６
月
６
日
に
は
「
不
育

・
不
妊
治
療
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
懇
談
会
で
、
企
業
か
ら

は
「
不
妊
治
療
に
対
す
る
助

成
制
度
や
そ
の
実
態
に
つ
い

て
、
十
分
な
知
識
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
不
妊
治
療
を

行
う
従
業
員
に
対
し
て
、
企

業
と
し
て
行
う
べ
き
内
容
を

理
解
し
、
周
知
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
」「
不
妊
治
療

は
隠
す
こ
と
で
も
な
い
し
、

体
調
が
悪
い
時
は
休
ん
で
良

い
と
い
う
意
識
づ
け
と
職
場

環
境
づ
く
り
が
必
要
」「
社

会
全
体
と
し
て
不
妊
治
療
は

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と

で
、
双
方
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

と
ら
え
ず
、
理
解
し
あ
え
る

こ
と
が
大
切
」
な
ど
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

　
不
妊
治
療
な
ど
を
受
け
な

が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
に
向
け
て
、
各
企

業
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
同
職
場
づ
く
り
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
の
冊
子
、
ま

た
市
が
行
っ
て
い
る
相
談

や
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

境
港
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w
w
.city.

sakaim
inato.lg.jp/

index.php?view
=
112

724)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
健

康
推
進
課(

☎
47
―
１
０

４
０)

へ
。

企業の理解と協力を
ー 境 港 市 ー

不妊治療を受けながら
働き続けられる職場へ

魚
の
詰
め
放
題
を
楽
し
む

皆
さ
ん
＝
２
０
１
９
年

産業医
(精神科医)

8



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

プレミアム　ドラレコ型新発売 !
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
10
月

23
日
、
青
少
年
育
成
事
業

「
好
き
が
み
つ
か
る 

夢
が
み

つ
か
る 

〜
色
ん
な
こ
と
に

let's challenge

〜
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
運
動
能
力
や
記
憶
力
の
有

無
で
は
な
く
、
忍
耐
力
や
自

制
心
、
協
調
性
な
ど
の
「
非

認
知
能
力
」
の
重
要
性
が
昨

今
、
教
育
現
場
で
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
好
き
に
な
れ
る
、
夢
中
に

な
れ
る
こ
と
と
の
出
合
い
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
非
認

知
能
力
を
鍛
え
る
絶
好
の
機

会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど

も
達
が
こ
の
事
業
を
き
っ
か

け
と
し
て
「
好
き
」
や
「
夢

中
」
と
出
合
い
、
習
い
ご
と

を
通
じ
て
成
長
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
夢
を
追
い
か
け

困
難
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
た
先
輩
か
ら
の

講
演
を
聞
く
こ
と
で
子
ど
も

達
に
、
夢
を
持
ち
挑
み
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
や
諦
め
な

い
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
え

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
習
い
ご
と
は
、
普
段
学
校

　
７
月
24
日
に
開
催
し
た
第

77
回
み
な
と
祭
で
、
境
港
青

年
会
議
所
は
、
夢
み
な
と
公

園
を
中
心
と
し
た
会
場
で
お

祭
り
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
縁
日
を
始
め
と
し
た

企
画
設
営
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
縁
日
に
出
店
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
の
皆
様
、

お
魚
の
絵
の
展
示
に
協
力
い

た
だ
い
た
境
港
・
美
保
関
の

保
育
園
幼
稚
園
の
皆
様
、
ス

テ
ー
ジ
に
出
演
し
た
諸
団
体

・
参
加
者
の
皆
様
、
境
高
校

書
道
部
の
皆
様
、
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
青
年
団
体
と
し
て

10
月
23
日
に 

青
少
年
育
成
事
業

「
好
き
」や「
夢
中
」に
出
合
え
る
場

来
年
も
み
な
と
祭
を
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
８

月
12
日
に
「
２
０
２
２
年
度

８
月
例
会
」
を
開
催
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
受
け
て
、
開
催
方
法
を

オ
ン
ラ
イ
ン(

Ｗ
ｅ
ｂ)

形
式

に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
集
ま
っ
て
の
開
催

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
で
し
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

の
開
催
時
に
全
参
加
者
が
画

面
の
背
景
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

で
は
体
験
で
き
な
い
も
の
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
例
会 

Ｗｅ
ｂ
形
式
で
開
催

画
面
背
景
の
一
致
で
統
一
感
出
す

こ
の
こ
と
で
、
統
一
感
の
あ

る
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
だ
か
ら

で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
こ

う
い
っ
た
状
況
で
も
で
き
る

方
法
を
模
索
し
て
活
動
で
き

た
こ
と
が
青
年
会
議
所
ら
し

い
動
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
新

境高生と共同作業

10月30日実施

市内公園の利活用探る

夢みなと公園で企画設営

第77回 みなと祭を実施

ステージイベントや縁日

ＪＣＩ-Ａｄｍｉｎで
組織運営の方法学ぶ
９月例会でセミナー

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
９

月
19
日
に
「
９
月
例
会
並
び

に
Ｊ
Ｃ
Ｉ
公
式
コ
ー
ス 

Ｊ

Ｃ
Ｉ
︱
Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
世
界

中
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
と
い
う
組
織
を
学

べ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
組

織
の
力
を
最
大
化
す
る
た
め

に
必
須
の
運
営
方
法
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
青
年
会
議
所
の
運
営
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
使
命
を
達
成
し
、
リ
ー
ダ

ー
を
生
み
出
し
続
け
る
組
織

の
仕
組
み
も
理
解
で
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
域
を
牽
引
す

る
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
集
ま
る

団
体
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
で

は
自
社
の
経
営
に
も
役
立
つ

思
考
・
意
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
社
員
や
取
引
先
へ
の

意
識
や
行
動
の
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
き
ま
す
。

　
参
加
者
は
「
長
年
、
青
年

会
議
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、

初
め
て
組
織
作
り
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」「
誰
も
組
織

作
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ

な
い
の
で
良
い
機
会
に
な
っ

た
」「
自
分
た
ち
の
今
の
姿

を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
今
後
も
組
織
作
り
に
対
す

る
知
見
を
深
め
、
Ｊ
Ｃ
活
動

だ
け
で
な
く
普
段
の
日
常
の

仕
事
で
も
、
組
織
の
効
率
性

を
高
め
て
い
け
る
人
財
を
育

て
る
境
港
青
年
会
議
所
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち

着
い
て
か
ら
も
活
き
て
い
き

ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
状
況

で
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
か

っ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
10

月
30
日
に
地
域
資
源
利
活
用

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
境
港
市
に
は
、
街
区
公
園

や
近
隣
公
園
、
運
動
公
園
な

ど
の
都
市
公
園
の
ほ
か
、
港

湾
緑
地
や
自
治
会
所
有
の
広

場
な
ど
、
様
々
な
公
園
や
緑

地
が
あ
り
ま
す
。

　

　
こ
れ
ら
の
公
園
は
、
人
口

や
経
済
活
動
が
右
肩
上
が
り

で
成
長
し
て
い
る
時
代
は
、

施
設
を
整
備
す
れ
ば
利
用
さ

れ
、
様
々
な
効
果
を
生
み
出

す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
境
港
市
の

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り

｢

利
用
さ
れ
な
い
公
園｣

が

増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
境
高
校
の

生
徒
と
共
に
公
園
の
利
活
用

を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

境
港
で
開
催 

中
国
地
区
球
技
大
会

各
地
で
勝
ち
抜
い
た
青
年
会
議
所
が
対
決

　(

公
社)

日
本
青
年
会
議

所
は
９
月
11
日
、
第
51
回
中

国
地
区
球
技
大
会
を
境
港
市

営
竜
ヶ
山
球
場(

渡
町)

で

開
催
。
中
国
地
区
５
県
で
勝

ち
抜
い
た
15
の
青
年
会
議
所

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
、
倉
敷
青
年
会

議
所
が
優
勝
を
つ
か
み
取
り

ま
し
た
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
主

管
と
し
て
大
会
の
計
画
か
ら

運
営
を
担
い
、
滞
り
な
く
大

境
高
校
書
道
部
が
行
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
　
　

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
入
会
歴
の
浅
い

メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て

各
担
当
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、

素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
発
揮
で
き
た
こ
と
は
今
後

の
活
動
の
自
信
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
の
青
年
会
議
所
の
皆

様
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交

流
で
き
、
ま
た
境
港
の
素
晴

ら
し
さ
を
見
て
も
ら
い
、
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

旧誠道小学校で実施する青少年育成事業
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私達は、人と地域とエネルギーの調和ある発展を求め、
生活創造産業として
心豊かな人間社会の実現に貢献します。

地域のコミュニティとして広がるネットワーク

〒684-0002 境港市弥生町206 TEL（0859）42‐2155㈹ FAX（0859）42-3645

丿貫米子空港店　

丿貫米子空港店  期間限定最新メニューを発信中
公式TwitterとInstagramをチェック！！

「ノ貫（へちかん）米子空港店」では、お客様に喜

んで頂ける取り組みや日々変わる限定メニューの

提供など、様々な情報を発信しています。旬の味

覚をラーメンでも楽しめます！

Instagram↓ Twitter ↓

夜間営業（金曜日限定）を開始！
17:30 ～ 20:00

※10月の営業時間： 11:00～15:00（定休日：無）
※航空ダイヤの変更により変わる場合がございます。

日替わり限定の人気商品

最新情報

◀境港産白バイ貝と
帆立のまぜそば
～貝潮スープ付き～
950円(税込)

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
ｓス

ウ

ィ

ー

ト

ｗ
ｅ
ｅ
ｔ(

竹
内
町)

の

シ
ャ
ン
プ
ー
せ
っ
け
ん
は
熱

を
加
え
ず
、
低
温
で
作
る
タ

イ
プ
の
石
鹸
で
す
が
、
そ
の 正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

開
催
期
間

　
10
月
22
日
㈯
～

31
日
㈪

　
賑
や
か
な
飾
り
付
け
や
フ

ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
登
場
し
、

館
内
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ム
ー
ド

一
色
に
。
衣
装
の
無
料
貸
出

も
あ
り
ま
す
の
で
、
仮
装
気

分
で
写
真
撮
影
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
の
週
末
に
は
、
日

替
わ
り
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
ガ
ラ
ポ
ン
大
会
、
お
子
様

限
定
の
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

「
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
」
で
検
索)

で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
タ
ワ

ー(

☎︎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ
る

の
は
、
こ
の
人
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
―
。
長
年
、
職

場
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
従

業
員
を
称
え
よ
う
と
、
境
港

商
工
会
議
所
は
こ
と
し
も

「
優
良
従
業
員
表
彰
式
」
を

11
月
23
日
・
勤
労
感
謝
の
日

に
行
い
ま
す
。
表
彰
さ
れ
る

の
は
、
長
年
勤
め
上
げ
た
事

業
所
で
、
優
良
な
勤
務
成
績

を
認
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
充

実
し
た
表
彰
式
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

製
法
は
ど
れ
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
、
正
解
は
①
の

「
コ
ー
ル
ド
プ
ロ
セ
ス
製
法
」

で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
鈴
木

秀
典(

蓮
池
町)

▽
畑
野
京
子

(

渡
町)

▽
濱
岡
春
美(

財
ノ

木
町)

賞
品

　
シ
ャ
ン
プ
ー
せ
っ
け

んス
ポ
ン
サ
ー

　
ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ

(

竹
内
町)

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番
号、境港商工会議所ニュースについてのひとことを
明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　ｓｕｎｎｙ(境港市元町)

10月７日㈮(当日消印有効)

ｓ
サ ニ ー

ｕｎｎｙ(元町)の「ハンバーガー」の特徴は、
次のどれでしょう。(ヒントは３ページ)

賞品 「プルドポークバーガー」　５名様

① 牛乳100％
② 牛肉100％
③ 牛丼100％
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【事業所のあらまし】
代 表 者 	山本泰平(やまもと・たいへい)
所 在 地	 境港市元町29
T E L	 0859-46-0444
営業時間	 昼：11：00～13：30
	 夜：17：30～21：00
休	業	日	 日曜日、祝日(月・土曜日の昼)
事業内容	 鶏料理専門店(居酒屋)

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…今まで、様々な料理店で働いてきま
したが、鶏(鳥)料理の魅力に惹かれ、鶏料理店の開業を
目指すようになりました。鮮度にこだわった鶏料理を提
供するため、生産農場で経験を積み、国家資格である食
鳥処理衛生管理者の資格を取得。当店で扱う鶏は、全国
的に有名な「大山どり」です。当店は、2022(令和４)年
８月にオープン。店名の「あおみどり」は、生まれ育っ
た美保湾と緑豊かな大山をイメージしました。
○おすすめポイントは？…毎朝、仕入れる丸鶏を丁寧に自
家解体し調理しますので、鮮度抜群の鶏料理を低価格で
提供しています。焼き物では、鶏の旨みを十分に味わえ
る「もものたたき」や「むね柚子胡椒」が人気です。一品
料理の「レバーペースト」もレバーが苦手な人でも美味
しく味わえます。「特製唐揚げ」や「そぼろたまごかけご
飯」も好評です。昼は限定メニューで、鶏がらスープの
「中華そば」と「親子丼」を用意しています。
○お客様は？…境港市や米子市の皆さん。お一人からカッ
プル、家族連れから宴会での利用まで幅広くご来店いた
だいています。店内はカウンター席とテーブル席があり、
テーブル席は予約いただければ、最大15人のグループ
まで対応します。
○今後の事業展開（展望）？…鶏にこだわり、鶏を余すこと
なく使い切るため、工夫を凝らしメニューを増やしてい
きたいです。これからの季節、新メニューとして、水炊
き鍋(要予約)をはじめました。お客様の声を大切に日々
努力していきます。
○一言PR！…20席ほどの小さな店ですが、鶏料理の魅力
をますます高め、地域の皆さんに愛していただける店づ
くりをしていきたいと思います。ドリンクも、こだわり
の日本酒や焼酎、スパークリングワインまで、幅広く揃
えています。料理と一緒にお楽しみください。皆さんの
ご来店をお待ちしています。

人気メニュー「もものたたき」

奥にテーブル席もあります

北

米子信用金庫●
境港支店　

米子信用金庫●
境港支店　

●
門永電器
●
門永電器

フタバ
スポーツ
●

フタバ
スポーツ
●

花のわたなべ
●

花のわたなべ
●

ファミリーマート●ファミリーマート●

PP

あおみどり

あおみどり
駐車場

　境港商工会議所は、会員事業
所優良従業員表彰の候補者を募
集しています。推薦のあらましは、
次の通りです。
候補者の　同一の事業所(境港
資　　格　商工会議所の会員事

業所)に10年以上勤
務し、事業主から特
に勤務成績が優良と
認められた従業員

推薦期限　10月11日㈫(必着)
表 彰 式　11月23日(水・勤労感謝の日)
場　　所　境港商工会議所 ３階・

大ホール(境港市上道町)
　推薦方法など、詳しくは境港
商工会議所総務課(☎44－１１１
１)まで。

会　員
事業所

候補者の推薦を
優良従業員表彰

あおみどり

ペ
ン
を
置
い
て
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